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建物の重量化に伴う耐震診断・
耐震改修の実務者研修

エイム株式会社
井埜 善道
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■弊社紹介
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■取り扱い商品
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①耐震診断のポイント
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耐震診断の目的

家屋の状況を数値化し、家屋の耐
震性を判断する。

家屋の調査を依頼者と共に行うこ
とで、家屋に興味を持ってもらう。

■耐震診断のポイント
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○ 図面のチェック

○ 地盤概況

○ リフォーム履歴

○ 家屋の不安な点

③問診

診断を希望するに至っ
た理由を探りつつ信頼
関係を構築します

■建物調査のポイント
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・柱の寸法

・押入内部の材質確認

・間取りを確定させる

④居室調査

■建物調査のポイント

重要

依頼者と一緒に行う事
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・柱・床の傾き

・床なり（素足で確認）

・戸袋裏の仕上げの確認

④居室調査

■建物調査のポイント



9

打診やスイッチ・コンセ
ント外して内装材を確認
します

④居室調査

■建物調査のポイント
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雨漏れの様子

④居室調査

■建物調査のポイント
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○ 建具がスムーズに開
閉するか

○ 床の軋み、歪み

○ 天井のしみ、たれ

④居室調査

■建物調査のポイント
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○ 浴室タイルのクラック

○ 目地のひび割れ

○ 漏水チェック

④居室調査

タイルのクラック

■建物調査のポイント
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筋かいが入っている

かどうか確認します

⑤小屋裏調査

ペンキローラ等使用

■建物調査のポイント
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○火打ちはあるか、また
ボルトは錆び、緩みはな
いか。

○羽子板ボルトはある
か、また錆び、緩みは
ないか。

⑤小屋裏調査

■建物調査のポイント
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○柱頭金物の確認

○雲筋かいの有無

⑤小屋裏調査

※転落事故や熱中症等に

注意して無理なく調査する

■建物調査のポイント
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〇基礎の状況確認 ○筋交いの有無 ○金物の腐食

〇基礎のひび割れ

⑥床下調査

■建物調査のポイント
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テストハンマーで基礎の圧縮強度を計測

⑥床下調査

■建物調査のポイント
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基礎の鉄筋の有無を調べます

⑥床下調査

■建物調査のポイント
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含水率計を使用して、木材の水分量を計測

⑥床下調査

■建物調査のポイント
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蟻道の様子

■建物調査のポイント

⑥床下調査
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その他の確認ポイント

○ 床下の漏水チェック

○ 通風性のチェック

○ 床下の環境

⑥床下調査

■建物調査のポイント
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○ 瓦のわれ・ずれ ○ 棟線の下がり
○ バルコニー取り付け部分のひび

⑦建物外周調査

■建物調査のポイント
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基礎の形状確認

ピンポールを使用

したフーチングの

確認

⑦建物外周調査

■建物調査のポイント
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通気口の障害物

⑦建物外周調査

■建物調査のポイント



25

軒や桁の波打ちや腐朽を確認

⑦建物外周調査

■建物調査のポイント
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外壁やサッシの設置個所の確認

⑦建物外周調査

■建物調査のポイント
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基礎のクラック

⑦建物外周調査

■建物調査のポイント



28

■写真資料の整理

○現地調査で撮影した写真をまとめる。

○報告・提案に使用する場合は出力する。

○記録として残す場合は、どういう状況の

写真かをわかるようにしておく。

写真の出力は予想外に無駄が多い業務となりま
す。極力手間のかからない管理・運営を心がけま
しょう。

■診断書作成との関連業務
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■診断結果報告書の確認

○書面に誤りがないか確認する。

特に壁・柱の耐力、配置の確認を行う。

※X方向・Y方向の状況を確認して、
家屋の状況を把握する

○現状の耐震診断を踏まえて補強提案を作成

診断結果が的確に把握できなければ依頼者への
説得にはつながりません。

■診断書作成との関連業務
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耐震診断のポイント

Ａ、建物調査のポイント

Ｂ、依頼者に興味をもってもらう工夫

Ｃ、破損や怪我等に注意

とにかく現地調査の精度を高くする

依頼者と一緒になって調査をすすめる

無理な調査は怪我・事故のもと



31

リフォーム相談

↓

現地調査

↓

構造体に影響があると

思われる劣化事象

↓

耐震診断の提案

■リフォームと耐震

※耐震工事はリフォーム
と同時がベスト

※調査はほぼ同じ

※外壁のクラック
床の軋み等
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②補強計画のポイント



①耐震診断の結果、評点1.0未満を1.0
以上に上げることを目的とした最善策

②地震による被害を少しでも軽減する
ために行う「減災」を目的とした次善策
の改修を行う

上部構造評点と判定
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■耐震補強と減災計画



34

・壁の量が不足

■ 住宅が倒壊する原因・対策

・接合部の緊結不足

・壁の配置バランスが悪い

・建物の腐朽・蟻害等の劣化
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＜補強計画の基本的な考え方＞

①目標評点の決定

②劣化の改善

③既存壁の補強・接合部補強
目標評点に達しない場合は④～⑥を検討

④建物の軽量化（桟瓦屋根→金属屋根等）

⑤壁の新設（場合によっては基礎も新設）

⑥基礎の補強（増し打ち基礎等）

■補強計画のポイント



を優先してください。

※基礎に問題のある家屋であっても、壁補強
を優先します。

壁補強

■補強計画のポイント

併せて壁補強箇所の引き抜け力を計算し適
切な接合金物を選定します。
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中間壁 or 出隅の壁
の補強を行います。

中間柱に比べ曲げ戻し、
押え効果が小さいため、
出隅は引き抜け力 が
大きくなります。

中間柱は引き抜け力
があまり大きくなりま
せん。

同じ壁補強であっても、出隅の壁補強になると、大
きな引き抜け力が発生します。
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■補強計画のポイント



出隅柱の場合

出隅柱は、ＨＤ金
物が必要になる
可能性が高くな
ります。

中間柱はコーナー金
物の耐力で十分対
応できる場合が多い
です。

中間柱の場合
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■補強計画のポイント



壁補強は 壁を
補強しましょう

｢解体｣｢復旧｣の手間を抑えることがで
きます

連続した

中間柱には接合部がほぼ不要です
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■補強計画のポイント



壁補強に を
活用しましょう

押入は、そのスペースで仕上げが完結
するため、少ないコストで満足感が得ら
れやすい。

押入や納戸
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■補強計画のポイント



出隅の柱は
最低限 対策をほぞ抜け

外付けのHD金物
かぞくまもる
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■補強計画のポイント



が乗っている壁を優先

下屋の壁補強には、天井の工事が必要にな
ります。その為、まずは２階が乗っている壁
から検討します。
下屋を補強する場合には水平構面を行ってく
ださい。

2階
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■補強計画のポイント



建物の一体性
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■耐震性向上の有効手段



床面積あたりの必要耐力のみ変更になる

耐震性能約１．２７倍向上

屋根の軽量化

（例）2階建ての1階 重い建物→軽い建物
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■耐震性向上の有効手段



□補強箇所変更に当たっての確認事項

・評点の確認

・引き抜きの確認

・収まりの確認

・部材の確認

・柱頭・柱脚の金物の確認

・接合部仕様の確認

現場での勝手な
仕様変更はNG

■想定外事象の対応
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■太陽光設置の際の考え方

太陽光パネル＝200N/㎡

屋根の工法や設置面積より判断する
（2012年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法Ｑ＆Ａより）

◆屋根の一重葺き
葺き材＋440N/㎡

◆屋根の二重葺き
葺き材１＋葺き材2＋580N/㎡

（横浜市の例から編集）

※1[N]=0.102[kgf]
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■太陽光設置の際の考え方

屋根重量
10kg以下
550n/㎡以下

20kg以下
700n/㎡以下

40kg以下
950n/㎡以下

屋根仕様
・ガルバリウム鋼鈑
・銅板、カラー鉄板

・カラーベスト
・コロニアル
・セキスイ瓦U

・洋風瓦（厚物スレート）
・天然スレート（玄昌石）
・モニエル瓦（コンクリート瓦）
・陶器瓦
・素焼瓦

出典：和歌山建築士会

参考：屋根重量別仕様

木造住宅の耐震診断と補強方法：例題編・資料編P127・129

例）
屋根：カラーベスト葺き
外壁：モルタル
内壁：ボード張り
太陽光設置

屋根共通仕様＋葺き材＋太陽光＋外壁＋内壁

440＋250＋200＋750＋200=1890N/㎡

軽い建物判定に
なる場合もある
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補強計画のポイント

・『劣化』『配置』等の低減項目は改善を

・補強箇所と適切な補強方法を熟知する

・認定部材は設計仕様を守る

・施工時の仕様変更は慎重に考える

・評点1.0以上にこだわりすぎない
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③補強部材・サービス
のご紹介
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■診断・補強提案書作成代行サービス

● 会員様の現地調査票を元に耐震診断書・補強提案書
の作成を代行するサービスです。

● エイム㈱が作成代行を実施します。

■耐震診断書作成代行サービス

基本料金 １０，０００円/１件（税別）

■補強提案書作成代行サービス

基本料金 １０，０００円/１件（税別）
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■ご利用条件

● ステキ信頼リフォーム会員であること

● 木造住宅耐震技術者が在籍していること

● ナイスサポート会員であること

● 木耐博士N（診断ソフト）を導入していること
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■内壁補強キット「かべつよし」
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■内壁補強キット「かべつよし」



54

■内壁補強キット「かべつよし」
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■制震ダンパー「ＴＲＣダンパー」
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■制震ダンパー「ＴＲＣダンパー」
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■外付けホールダウン金物「かぞくまもる」
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■地震建替え保証「Glad」新築向け
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■地震建替え保証「Glad」新築向け
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■埼玉本社
埼玉県川口市弥平2－20－3
TEL:048-224-8160 FAX:048-224-8180

■大阪営業所
大阪府大阪市淀川区西中島4-3-21NLCセントラルビル5階
TEL:06-6101-0816 FAX:06-6101-0817

http://www.aimkk.com/product.html

■お問合せは弊社まで

tel:048-224-8160
tel:06-6101-0816


長時間にわたり
ご清聴いただき誠に
ありがとうございました
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